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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　旨

　六甲山地の北側斜面に位置す る炭 ヶ谷においてエ ゾエノキの生育を初確認 し，確認地点の周辺におい

て個体の分布 ，個体サイズ，生育環境および群落の種組成 を調査 した．調査の結果，調査地では6個 体

のエゾエ ノキが確認 された．個体サイズは最大 で樹高27m， 胸高直径70cmに 達 していた．調査地では幼

木や実生個体の生育 も確認 された ことか ら，個体群は更新 ・∫能 な状態にある と考えられた．

キーワー ド：エゾエ ノキ （Celtzs　jessoensis） ，六 甲山地，個体群

　　　　　　　　　　は じめ に

　エゾエ ノキ （cθノ亙sjessoensls　Koidz．）は，北海道か

ら本州，四国，九州の山地渓谷，朝鮮半島，中国東北部

に分布する夏緑高木で，兵庫県 ドにおいては 日本海側を

中心に分布す ることが知 られていたが （福岡ほか編，

2000），六甲山地での自生は確認 されていなかった （小

林 ほか，1998）．今回，著者 らは，六甲山地の北側斜面

においてエゾエノキの分布 を初確認 し，その分布，個体

サイズ，生育環境および群落の種組成について調査を行っ

たので，その結果を報告する．

　　　　　　　　　　調査 方法

1． 調査地

　調査地は，六甲山地の北側斜面に位置する炭ヶ谷 （神

戸市北 区 ヒ谷Dの 標 高400mか ら550mの 範囲である

（図1， 図2） ．六甲山地の大部分は花岡岩類で構成 され

ているが，調査地一帯には流紋岩質の凝灰岩が分布 して

いる （藤田 ・笠間，1970）．調査地の谷筋にはスギの人

工林がひろが り，人工林 に接する斜面下部にはケヤキ，

イタヤカエデ，ノグル ミな どの優 占する二次林が分布 し

ている．調査地には炭焼 き窯の跡が点在 してお り，調査

地 一帯が過去に薪炭林の生産地 として利用 されていたこ

とを示 している．

2． 調査方法

個体調査

　調査範囲を踏査 し，調査地で確認 した各個体 （株）を

対象に，樹高および胸高直径を測定 した．樹高の測定に

あたっては， レーザー距離計 （DISTOTM　 lite　5） を用

いた．萌芽枝 をもつ個体については，最大樹高を測定す

るとともに，樹高1．3m以 ヒの萌芽幹数 と胸高直径 を測
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定 した．また，各個体が生育 している場所の斜面方位，

斜面の傾斜角，微地形 （田村，1987），上木 （エ ゾエノ

キの上層を被っている樹木）の有無および樹種 を記録 し

た．なお，調査地には当年生の実生も認められたが，そ

れ らは個体調査の対象から除外 した．

植生調査

　エゾエノキが優 占する植分1地 点において10m×10　 m

の方形区を設置 し，方形 区内に出現 した維管束植物種の

種名および被度 （％）を階層 ごとに記録 した．

　　　　　　　　　　 結 　 　果

　現地踏査の結果，標高425mか ら470mの 範囲において

6個 体のエゾエノキを確認 した （表1） ．6個 体の うち

4個 体は林冠木であり，個体サイズは最大で樹高27m，

胸高周囲67．8cmに達 していた．樹高2．5mの幼木 も，沢沿

いの 日当た りの良い場所 において1個 体確認 された．生

育位置の傾斜角は20°か ら45°の範囲であり，生育位置

の微地形は，幼木を除く5個 体が下部谷壁斜面，幼木が

谷底面であった．下部谷壁斜面に生育 していた5個 体の

うち2個 体は，岩上の険しい立地に生育 していた．林冠

木4個 体の うち3個 体は萌芽個体であった．

　六甲山地では，明治時代以降の治山事業において多様

な樹種が植栽 されてきたが，植栽 された樹種の リス トの

中にエゾエ ノキは含まれていない （社団法人兵庫県治山

林道協会，1998）． さらに，エゾエノキの生育立地に岩

上のような植栽に適 さない立地が含まれていたことを考

え合わせると，今回確認 したエゾエノキの個体群は，植

栽 されたものではなく，六甲山地に自生 していたもので

あるといえる．現在では，調査地の谷筋にスギの人工林

が分布 しているが，かつてはエゾエノキなどが優 占する

渓畔林がひろがっていたと推測 される．また，確認 した

個体の中に萌芽個体が認 められたことや，生育地の周辺

に炭焼き窯の跡が点在 していたことか ら，現存する個体

の一部は過去に他の樹種 と同じよ うに伐採 され，薪炭材

として利用 された経歴をもつものと推察 され る．

　調査地で樹高2．5mの幼木や 当年生実生の生育が確認

されたことは，調査地のエゾエノキ個体群が，開花 ・結

実か ら実生，幼木に至るまでの生活史を送ることができ

てお り，個体群の更新が可能な状態にあることを示唆 し

ている．また，幼木が谷底面のギャップで確認 されたこ

とは，更新に 日照条件のよい場所が必要であることを示

している．調査地一帯の谷筋は，スギの人工林 となって

いることにより林床の目照条件が悪いが， これらを伐採

すれば，調査で確認 されたような幼木が多数出現すると

推測される．

　植生調査の結果を表2に 示す．高木層には，エゾエノ

キのほかにケヤキお よびクマノミズキが生育 し，亜高木

層および低木層には，シロダモ，ヤブツバキ，アオキな

どの照葉樹が優 占していた．草本層の植被率は3％ と小

さく，クマワラビ，ナガバジャノヒゲな どが生育 してい

た．高木層および亜高木層にエゾエノキが生育している

ことを除くと，優占種や種組成は，本郷ほか （2000）の

図1　 調査地 の位置

図2　 0： 人 と自然 の博 物館 に収蔵 され た標 本お よび福岡 ほか

　　　（2000）に記 載 された標本 に基づ く分布位 置，● ：今 回の

　　　確認位 置， △ ：植生 資料 （兵 庫県植 生誌研究会 ，2002）

　　　に基づ く分布位 置．参照 した標本 については付記 に示す ．



報 告 し た エ ノ キ ー ム ク ノ キ 群 集 と類 似 し て い た が ， 群 落

の 位 置 づ け に つ い て は ， 植 生 資 料 を 追 加 し た ヒで 検 討 す

る こ と が 必 要 と 考 え られ る ．
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